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Passion in heart! at Kikuyo

豊かな心、伝わる熱気。菊陽町の秋の祭典豊かな心、伝わる熱気。菊陽町の秋の祭典豊かな心、伝わる熱気。菊陽町の秋の祭典豊かな心、伝わる熱気。菊陽町の秋の祭典特集

菊陽町は豊かな自然と都市、文化、芸術が共存する活気ある町です。それらは地域の人々の手で大
切に守られ、育まれています。今回はそんな町の魅力を４つの秋の祭典をとおして紹介します。

　

菊
陽
町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
お
法
使
祭
」。

ご
神
体（
神
様
）を
乗
せ
た
み
こ
し

が
11
月
１
日
、
戸
次
地
区
か
ら
馬

場
楠
地
区
へ
受
け
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
法
使
祭
は
益
城
町
の
津
森
神

宮
の
神
事
の
一
つ
で
、
６
０
０
年

以
上
の
伝
統
を
誇
り
ま
す
。
菊
陽

町
と
益
城
町
、
西
原
村
の
12
地
区

が
１
年
ご
と
に
持
ち
回
り
、
仮
の

宿
「
お
仮
屋
」
を
建
て
て
、
ご
神

体
を
１
年
間
安
置
し
た
後
、
次
の

地
区
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

　

菊
陽
町
で
は
戸
次
、
馬
場
楠
、

曲
手
、
辛
川
地
区
で
12
年
に
一
度

催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
馬
場
楠
地

区
に
伝
わ
る
「
馬
場
楠
の
獅
子
舞
」

も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
ご
神
体
を
次
の

地
区
へ
受
け
渡
す
時
に
、
み
こ
し

を
畑
に
落
と
し
た
り
転
が
し
た
り

す
る
こ
と
で
有
名
な
珍
し
い
祭
り
。

み
こ
し
を
落
と
し
て
転
が
す
の
は

「
霧
で
祭
神
が
迷
っ
た
姿
を
表
す
」

な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

担
ぎ
手
た
ち
は
雨
の
中
大
き
な

声
を
上
げ
て
み
こ
し
を
畑
へ
落
と

し
、
訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
観
衆
を

沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

６
０
０
年
の
伝
統
が
紡
ぐ

郷
土
と
人
、
祭
神
の
物
語

12年に一度の巡り合わせ。郷土を旅する「お法使祭」

Rich in heart! at Kikuyo

　

す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

が
11
月
８
日
、
菊
陽
杉
並
木
公
園

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
５
，
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場

者
が
あ
り
、
会
場
中
に
皆
さ
ん
の

笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

司
会
の
松
村
奈
央
さ
ん
と
中
華

首
藤
さ
ん
、
よ
し
も
と
芸
人
の

も
っ
こ
す
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
メ
タ
ル

ラ
ッ
ク
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
に
ん
じ
ん
釣

り
大
会
や
に
ん
じ
ん
料
理
対
決
、

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
積
み
上
げ
、
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
ド
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な
ど

が
あ
り
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
近
く
の
畑
で
は
多
く

の
家
族
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
が
大

き
く
育
っ
た
に
ん
じ
ん
を
収
穫
。

53
の
出
展
ブ
ー
ス
も
あ
り
、
来
場

者
は
秋
の
味
覚
や
買
い
物
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

に
ん
じ
ん
の
里
・
菊
陽
町
に

み
ん
な
の
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
く

おいしい・楽しいをギュっと「すぎなみフェスタ」

にんじん収穫体験は実際に土に
触れて、収穫することができて
良いですね。掘りだしたら止ま
らないくらい楽しい。すぎなみ
フェスタは家族みんなで楽しめ
るイベントなのが魅力ですね。

獅子楽に合わせて舞う「馬場楠の獅子舞」

多くの観衆が見守る中、勢いよく落
とされたみこし。歓声が沸いた

約400キロのみこしを担ぐ。祭り
への熱い思いが体を奮い立たせる

祭りに情熱を注ぐ担ぎ手。降りし
きる雨の中で泥まみれに

祭りの気分も最高潮になり、みこしを畑へ力いっぱい豪快に落とす担ぎ手たち

笛太鼓の音を響かせて回る道楽

艶やかに舞う道踊り

豊かな水と大地に育まれ、作り手の愛情が詰まった甘いにんじんを掘る親子。はじける笑顔がまぶしい
ジューシーなスーパーポーク「もっ
こす」ステーキに思わず笑顔

「そーっとね」。キャロッピーも応援
する野菜ジュース積み上げ

にんじん料理対決。にんじんを多く
使ったもっこすファイヤーが勝利！

にんじん詰め放題100円コー
ナー。大人も子どもも楽しんだ

針先に集中。今の季節、鍋にも
最適な町の甘いにんじんを釣る

みちがく

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ　

し
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　

か
り
や

屋久島町の大自然で育ったトビウ
オやタンカンなどの食材も販売

町加工グループの地産地消弁当。
100個がなんと約30分で完売！

１A
utumn festival

２A
utumn festival

（左から）
　　　　とものり

米村智典さん
　　あこさん
　　　　むつ こ

　　睦子さん
　　　（沖野）

みちおど
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Rich in heart! at Kikuyo

　

第
６
回
清
正
公
さ
ん
の
鼻
ぐ
り

井
手
祭
が
11
月
16
日
、
南
部
町
民

セ
ン
タ
ー
と
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で

は
「
馬
場
楠
の
獅
子
舞
」
や
菊
陽

南
小
児
童
に
よ
る
鼻
ぐ
り
井
手
の

寸
劇
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

熊
本
大
学
大
学
院
の
山
尾
敏
孝
教

授
は
「
似
た
遺
構
は
な
く
、
鼻
ぐ

り
は
日
本
に
一
つ
の
可
能
性
が
あ

る
」
な
ど
と
講
演
し
ま
し
た
。

　

公
園
で
は
南
小
児
童
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
鼻
ぐ
り
の
由
来

や
仕
組
み
な
ど
を
説
明
。
来
場
者

は
「
人
の
手
で
造
ら
れ
た
鼻
ぐ
り

が
４
０
０
年
た
っ
た
今
も
活
用
さ

れ
て
い
て
す
ご
い
」
と
感
心
し
て

い
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
訪
れ
た

約
１
，
２
０
０
人
が
町
の
歴
史
を

感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

４
０
０
年
の
歴
史
的
遺
構

後
世
に
つ
な
ぐ
鼻
ぐ
り
井
手

生き続ける知恵。今と昔をつなぐ「鼻ぐり井手祭」

Passion in heart! at Kikuyo

　

菊
陽
町
文
化
協
会
主
催
の
文
化

の
祭
典「
第
38
回
菊
陽
町
文
化
祭
」

が
11
月
２
日
・
３
日
、
菊
陽
町
図

書
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
４
８
０
人
が
出
演
し
、
約
１
，

７
０
０
人
の
来
場
者
が
芸
術
の
秋

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
謡
や
民
踊
、

民
舞
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
バ
レ
エ
な
ど
が
披
露
。
出

演
者
の
心
揺
さ
ぶ
る
演
奏
や
歌
、

踊
り
に
会
場
中
に
大
き
な
拍
手
が

響
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
に
は
写
真
や
手

芸
、
ア
ー
ト
、
こ
ど
も
生
け
花
の

作
品
展
示
や
茶
道
の
実
演
も
あ
り
、

来
場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
募
金
箱
に
３
５
，
９
０
０

円
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

心
揺
さ
ぶ
る
秋
の
祭
典

芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
２
日
間

感動が心を開く。新しい魅力に出会う「菊陽町文化祭」

永年在籍者表彰　酒井立身さん（下段左）
文化功労者表彰　坂本俊子さん（下段右）

洗練された民舞。艶やかな舞いに歓
声が上がり客席から花束が渡される

美しいメロディーが響く中、しなやかに踊るバレエダンサーたち。会場は感動に包まれ大きな拍手がな
りやまない

一音一音が研ぎ澄まされて迫力の響
きに。一糸乱れぬ筝四重奏曲

表情豊かに心に響く歌声を披露

両手に２枚の小皿を持ち、曲に合わ
せて打ち鳴らす「鹿島のんのこ」

きらきら輝く色とりどりの
ビーズに心もほぐれる

癒されるハワイの音楽と笑顔、フ
ラの動きに観客も楽しい気持ちに

あふれる躍動感！
リズミカルなジャズダンス

肥後てまりとステ
ンドグラス。
カラフルな色や
柄が会場を彩る

鼻ぐり子どもガイドになって３
年目です。緊張するけれど分
かってもらえると楽しい。ガイ
ドで将来鼻ぐり井手がもっと有
名になり、これが地域活性化に
つながるとうれしいです。

（左から）
ほしかわかず き

星川一輝さん
あらかわ り　お

荒川理央さん
とみながほの か

冨永帆夏さん
　（南小６年）

削った厚く固い岩盤を地上へ持ち出す
ときのための階段が残る鼻ぐり井手

花や雑貨、竹細工なども販売

大迫力の菊陽武蔵剣豪太鼓の演奏

鼻ぐり井手を案内する南小児童と真剣に話を聞く来場者。児童は協力し合って質問に答えていた
そう

さか い たつ み

さかもととし こ

か しま

４A
utumn festival

３A
utumn festival

　
　
　
　
　
　
　
　

せ
い
し
ょ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
お
と
し
た
か

寸劇「鼻ぐり井手はわたしたちの宝」で井手に水が通っ
た喜びを体いっぱいで表現する南小３・４年生

鼻ぐり大橋から望む鼻ぐり井手公園。大
勢の人が鼻ぐり井手の歴史に触れた

ひょっとこ踊りのひょうきんで軽快な
踊りに会場は大喜び

昔は大きな岩山があり、
これを削って鼻ぐり井手ができた
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